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第34回太平山写生会　太平山三吉神社賞　　　　（秋田東中学校3年　佐藤　茜）
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ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
い
よ
い
よ
開
幕
を
迎
え
、
日

本
各
地
で
文
字
通
り
の
肉
弾
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
▽
一
見
難
し
そ
う
な
ル
ー
ル
、
ケ
ガ
が
多
く

危
険
な
イ
メ
ー
ジ
、
観
戦
の
機
会
や
競
技
人
口
の

少
な
さ
…
。
同
じ
団
体
球
技
で
あ
る
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
等
と
比
べ
て
、
縁
遠
い
ス
ポ
ー
ツ
と
感
じ
る

方
も
多
い
だ
ろ
う
。▽
し
か
し
「
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー

ル
・
オ
ー
ル
フ
ォ
―
ワ
ン
」（
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん
な
は
一
つ
の
目
的
の
た
め
に
）
の
言

葉
通
り
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
己
の
エ
ゴ
を
捨
て
、

ひ
た
す
ら
献
身
的
に
プ
レ
ー
を
続
け
る
姿
は
、
見

て
い
る
者
の
心
を
熱
く
す
る
。
▽
大
男
が
躍
動
す

る
印
象
も
強
い
が
、そ
れ
ぞ
れ
体
格
や
ス
ピ
ー
ド
・

技
術
等
の
適
性
に
叶
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

各
々
が
異
な
る
自
分
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
決
し
て
エ
ー
ス
で
四
番
の
ワ
ン
マ
ン

チ
ー
ム
が
勝
て
る
種
目
で
は
な
い
。
▽
こ
れ
は
組

織
や
会
社
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ト
ラ
イ

を
あ
げ
る
に
は
チ
ー
ム
全
員
の
意
志
の
疎
通
が
不

可
欠
で
あ
り
、
栄
冠
を
勝
ち
得
る
に
は
、
メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
の
、
陰
日
向
を
問
わ
な
い
弛
ま
ぬ
奮

励
が
必
須
。
こ
れ
見
よ
が
し
な
個
人
プ
レ
ー
は
要

ら
ぬ
ピ
ン
チ
を
招
く
だ
け
だ
。
▽
多
国
籍
の
日
本

代
表
が
、
日
の
丸
の
も
と
に
一
丸
と
な
っ
て
戦
う

Ｗ
杯
。
そ
の
勇
姿
に
大
き
な
声
援
を
送
り
た
い
。

秋
祭
ご
案
内
号
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夏
の
恒
例

行
事
と
な
っ

た
神
社
主
催

山
ガ
ー
ル
登

山
会
は
本
年

で
第
九
回
目
を
迎
え
、
七
月
二
十
七
、

二
十
八
日
に
一
泊
二
日
で
催
行
し
ま
し

た
。
最
近
で
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多

く
、
ま
た
認
知
度
も
上
が
り
、
早
い
段

階
で
募
集
定
員
に
達
す
る
こ
と
も
珍
し

く
な
く
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
例
年

大
盛
況
の
登
山
会
で
す
が
、
初
年
度
は

小
規
模
で
さ
さ
や
か
な
会
で
し
た
。

　

第
一
回
山
ガ
ー
ル
登
山
会
は
、
太
平

山
頂
上
奥
宮
改
築
竣
功
の
翌
年
、
平
成

平
成
二
十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
時
は
認
知
度
も
低
く
、
参
加
者

五
人
の
小
規
模
な
登
山
会
で
し
た
。
そ

の
頃
関
東
や
関
西
方
面
で
は
東
北
よ

り
も
一
足
先
に
登
山
ブ
ー
ム
が
来
て
お

り
、
お
洒
落
な
ウ
ェ
ア
や
リ
ュ
ッ
ク
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
登
山
で
も
お
洒
落
を
楽
し
む

方
々
が
増
え
て
若
い
女
性
を
中
心
に
人

気
が
で
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
の
東

北
で
は
若
い
女
性
の
登
山
者
は
未
だ
少

な
い
状
況
で
し
た
。
当
時
は
未
だ
珍
し

か
っ
た
山
ガ
ー
ル
一
行
は
非
常
に
目

立
っ
た
よ
う
で
、
登
山
道
で
す
れ
違
う

方
々
に
励
ま
し
の
お
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
数
年
遅
れ
て
秋
田
の
地
に

も
少
し
ず
つ
登
山
ブ
ー
ム
の
波
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
山
ガ
ー
ル
登
山
に
お
申

し
込
み
の
方
は
お
一
人
で
の
ご
参
加
の

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
ま

で
登
山
に
縁
の
な
い
人
に
と
っ
て
、
新

し
く
登
山
を
始
め
る
に
は
少
々
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
よ
う
で
、
参
加
動
機
と
し
て

多
く
の
方
が
、
登
山
未
経
験
で
登
山
知

識
も
な
く
登
山
仲
間
も
い
な
か
っ
た
た

め
、
団
体
で
の
登
山
会
に
申
し
込
ん
だ

と
の
事
で
し
た
。
山
ガ
ー
ル
登
山
で
は

こ
う
し
た
同
じ
境
遇
の
方
が
多
く
集
う

た
め
意
気
投
合
す
る
の
も
早
く
、
自
然

と
打
ち
解
け
て
い
き
ま
す
。
太
平
山
は

急
な
登
り
も
多
く
、
登
山
中
は
口
数
も

少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
山
頂
に
到

着
し
て
一
息
す
る
と
、
登
頂
の
喜
び
を

分
か
ち
合
っ
て
和
気
藹
々
と
し
て
い
ま

す
。
参
拝
後
の
夕
食
懇
親
会
で
は
食
事

中
に
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
懇
親
を
深
め
ま
す
。
こ
う
し
て
登
山

会
に
参
加
し
た
方
の
中
に
は
、
山
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
て
親
し
く
な
っ
た
メ

ン
バ
ー
と
鳥
海
山
や
森
吉
山
登
山
な
ど

県
内
近
郊
の
登
山
を
楽
し
む
方
、
ま
た

自
信
が
つ
い
て
お
一
人
で
太
平
山
登
山

を
す
る
方
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
参
加
す

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
女
性
の
パ
ワ
ー
を
受
け
て
、
女

性
に
連
れ
ら
れ
て
一
緒
に
登
山
を
楽
し

ん
で
い
る
若
い
男
性
の
姿
も
お
見
か
け

し
ま
す
。

　

登
山
会
を
通
し
て
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
太
平
山
や
登
山
に
親
し
み
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

雄
大
な
景
色
が
広
が
る
太
平
山
頂
上
に

立
ち
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
日

常
の
悩
み
や
疲
れ
も
癒
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
太
平
山
は
登
り
応
え
の
あ
る
山
で

す
が
、
皆
様
も
機
会
を
見
つ
け
て
是
非

一
度
太
平
山
ま
で
足
を
お
運
び
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

第１回山ガール登山

雨の日の山ガール登山

言
挙
げ
70

第
九
回
山
ガ
ー
ル
登
山
を
終
え
て

権
禰
宜
　
和
　
田
　
恵
梨
子
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マルシン賞
奈良　昊佳 旭川小学校１年生
中澤　茅乃 広面小学校 4年生
八巻　結子 広面小学校 5年生
草薙　日和 秋田東中学校 3年生

イチノセキ賞
小野　里咲 広面小学校 3年生
佐々木璃奈 太平中学校 1年生
松渕　一華 秋田東中学校 2年生
山上　暁子 大人

花のヤマト賞
松本　理歩 さくら幼稚園５才
岩佐　瑠菜 東小学校 5 年生
山木　朝霞 秋田東中学校 3年生
川本　千春 大人

太平山三吉神社賞
斉藤　仁誠 広面小学校 2年生
木元梨衣子 広面小学校 3年生
佐藤　　茜 秋田東中学校 3年生

東日本電信電話㈱秋田支店賞
美作　匠人 附属中学校 2年生
浅水　春香 秋田東中学校 3年生
森川　紘歌 秋田東中学校 3年生
高橋つぼみ 太平中学校 3年生

秋田魁新報社賞
石川　朋樹 広面小学校 1年生
松本　友里 桜小学校 3 年生
舘洞　百音 附属中学校 2年生
福田　花純 秋田東中学校 3年生

秋田中央郵便局賞
天野　智咲 広面小学校 6年生
新堀　慶太 附属中学校 1年生
田澤　香乃 秋田東中学校 3年生
熊谷　浩一 大人

秋田銀行広面支店賞
金谷友里香 広面小学校 3年生
高橋　歩愛 港北小学校 4年生
佐藤　真優 広面小学校 5年生
村井　心咲 秋田東中学校 3年生

北都銀行秋田東支店賞
成田　千優 広面小学校１年生
鈴木　朝陽 桜小学校 3 年生
細矢　美嶺 秋田東中学校 1年生
船木日世里 秋田東中学校 1年生

秋田信用金庫広面支店賞
木元茅衣子 広面小学校 3年生
須田　華子 桜小学校 6 年生
中川　洋太 太平中学校 2年生
中村　佐保 秋田東中学校 3年生

秋田県信用組合東支店賞
大山　瑛愛 桜小学校 3年生
富田　　光 泉小学校 4 年生
佐々木陽愛 太平中学校 3年生
伊藤　リン 秋田東中学校 3年生

ぺんてる賞
菊池　詩織 ３才
石戸　凜花 広面小学校 4年生
鈴木　龍琉 外旭川小学校 1年生
長門　　蓮 旭川小学校 2年生

㈲木曽塗装賞
佐藤　奏多 のびのびこども園 6才
川野　陽莉 広面小学校 5年生
鈴木　春菜 太平中学校 3年生
加藤　侑莉 秋田東中学校 3年生

汎山書道教室賞
中澤　久能 広面小学校 2年生
山下　琥白 川尻小学校 4年生
小玉莉々華 秋田東中学校 3年生
中澤　理恵 大人

写生会　7月 6日

　７月６日第34回目となる恒例の太平山写生会（主
催：太平山写生会実行委員会）が行われ、快晴の中
多くの幼児・児童・生徒の皆様にご参加を頂き、112
作品ほどの出品を頂きました。
　その中から以下の方々がめでたく入賞され、８月
18日に表彰式を開催しました。

入賞者一覧（順不同）

第34回太平山写生会

広面小学校3年　木元梨衣子広面小学校２年　斉藤仁誠

〔太平山三吉神社賞〕
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本
年
の
太
平
山
頂
上
奥
宮
は
、
来
る
九
月
末

の
奥
宮
・
山
小
屋
閉
鎖
作
業
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
。　

　

全
国
各
地
よ
り
崇
敬
者
・
登
山
愛
好
者
に
ご

登
拝
頂
き
、
特
に
神
社
主
催
の
第
九
回
山
ガ
ー

ル
登
山
や
六
十
回
目
を
迎
え
た
登
ろ
う
会
は
定

員
一
杯
と
な
る
参
加
者
で
催
行
さ
れ
る
な
ど
登

山
人
気
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

昨
年
同
様
天
候
不
順
が
続
き
、
登
拝
キ
ャ
ン
セ

ル
も
相
次
ぐ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
折
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
各
登
山

道
と
も
に
被
害
が
相
次
ぎ
、
特
に
主
要
道
で
あ

る
旭
又
口
の
御
滝
神
社
直
下
の
斜
面
崩
壊
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
、
野
田
・
丸
舞
口

の
整
備
も
目
途
が
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
神
社

単
体
で
の
整
備
は
到
底
叶
わ
ず
、
今
後
各
方
面

に
お
願
い
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

山
頂
開
所
前
に
遭
難
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

期
間
中
は
大
き
な
事
故
や
ケ
ガ
も
な
く
推
移
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
最
後
ま
で
気
を
引
き
締
め

て
奉
仕
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
登
山
に
適
し
た
気
候
を
迎
え
、

眺
望
に
も
恵
ま
れ
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
是
非

安
全
に
留
意
の
上
、
太
平
山
頂
上
に
ご
登
拝
下

さ
い
ま
せ
。

※
今
年
の
山
頂
は
九
月
二
十
九
日
（
日
）
を
も
っ
て
閉
鎖
と
な
り
、
明
年

五
月
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

若竹講社（8月3・4日）

■
太
平
山
報
告
■

今
夏
も
天
候
不
順
〜
登
山
道
の
整
備
急
務

不動院

（総計約10.6ｋm）

日吉八幡神社

千秋公園・彌高神社 太平山三吉神社

太平山三吉神社 来迎寺

　秋田市内を廻り、地域の歴史に触れながら健康増進を図る為、本年も歩こう会を開催い
たします。是非、ご友人お誘い合わせの上ご参加下さい。
日　　時 令和元年10月20日（日） 午前７時 集合

正午頃 到着予定
申込締切 10月６日
参 加 費 1,000円（保険、記念写真代を含む）
　※詳細は係：原田・小池までお問合せ下さい。

歩こう会 のご案内第28回

奥羽住宅産業（6月22日）
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天
皇
陛
下
御
即
位
を
寿
ぎ
広
面

町
内
の
皆
様
が
太
平
山
頂
上
に
梵

天
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

みよしスケッチ

奥
宮
梵
天
奉
納
（
七
月
十
四
日
）

第
六
十一回
登
ろ
う
会
（
八
月
三
十一・九
月一日
）

第
九
回
山
ガ
ー
ル
（
七
月
二
十
七・二
十
八
日
）

　

神
人
・
助
勢
者
十
七
名
で
御
神

体
を
お
遷
し
し
ま
し
た
。

開
山
祭
（
七
月
十
七
日
）
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約
百
三
十
名
の
方
の
参
列
の
も

と
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
ま
し
た
。

　

竿
灯
と
梵
天
を
空
高
く
掲
げ
る

妙
技
。

　

太
平
山
講
中
・
三
吉
講
中
の
皆

様
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。

みよしスケッチ
夏
越
の
大
祓
（
六
月
三
十
日
）

八
日
町
竿
灯
会
（
八
月
四
日
）

登
米
三
吉
神
社
竣
工
祭
参
列（
八
月
二
十
五
日
）

講
社
祭
（
八
月
八
日
）

日
本
山
岳
会
（
七
月
十
三・十
四
日
）

秋
田
Ｒ
Ｃ
一
行
（
七
月
二
十
・
二
十
一
日
）
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四国・淡路参拝旅行のご案内
　第６回を迎える当社参拝旅行は、明年四国各地と淡路を巡る旅を実施します。
　見どころ満載の旅行ですので、是非お誘い合わせの上ご参加下さい。
○旅行期間：令和２年３月11日（水）～３月14日（土）３泊４日
○旅行代金：155,000円（秋田空港起点）
○団参人数：30名（お申込金を頂いた先着順で締切りとなります）
○申込方法：現金を神社迄持参もしくは郵送願います（申込金10,000円）
○締 切 日：令和元年12月20日（金）

日程 行　　　　程 宿泊施設 食事

1日目
秋田空港（８：15）　＝＝＝　伊丹空港　⇒⇒　道の駅あわじ：(昼食)　⇒⇒
【正式参拝】伊弉諾神宮　⇒⇒　大塚国際美術館　⇒⇒　鳴門

≪鳴門泊≫
アオアヲナルト
リゾート

昼
夕

2日目
鳴門　⇒⇒　大鳴門僑遊歩道　渦の道　⇒⇒　高知市内（昼食）　⇒⇒
桂浜（坂本龍馬像・記念館）　⇒⇒　ひろめ市場　⇒⇒　高知市内

≪高知市内泊≫
ザ　クラウンパレス

朝
昼
×

3日目
高知市内　⇒⇒　【正式参拝】伊像豆比古神社　⇒⇒　松山市内（昼食）　⇒⇒
松山城（ゴンドラにて）　⇒⇒　坂の上の雲ミュージアム　……　萬翠荘
⇒⇒　道後温泉

≪道後温泉泊≫
道後館

朝
昼
夕

4日目
道後温泉　⇒⇒　子規記念博物館　⇒⇒　琴平（昼食）：金刀比羅宮参拝　⇒⇒
善通寺（弘法大師ご生誕地）　⇒⇒　高松空港　＝＝＝　羽田空港　＝＝＝
秋田空港（21：20）

朝
昼

 ※交通事情等により行程が変更になる場合があります。

伊弉諾神宮 伊豫豆比古命神社 金刀比羅宮
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　年末年始に巫女奉仕を頂ける方を募集いたします。
　（10月10日受付開始）
　当社の顔として参拝者と接する巫女奉仕はとても重要な
お務めであり、貴重な体験になるものと思います。
　ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。（係　和田・今野）
　○奉仕対象：高校生・大学生（女性）
　○奉　仕　日：年末年始ご都合の良い日
※事前に提出頂く書類及び面接（11月中旬）がございます
※希望者多数の場合は、御奉仕頂けない場合がございます

巫女奉仕者募集年末年始

祝 七 五三
男児（３才・５才）及び女児（３才・７才）の七五三参り
を下記の期間執り行います。是非、ご家族皆様でお子様が
無事ご成長されました事をお祝い下さい。
　○期　日　９月～ 12月中
　○時　間　朝８時半～夕方５時（随時ご奉仕、予約は不要です）
（期間・時間外にご希望の方は予めご連絡下さい）


